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ユニークな「カタログ注文型」もある
中小企業省力化投資補助金
つくる、つなぐ、未来へ
技術で支えるインフラ整備 開発建設部の魅力
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6 ①
沖縄で起きた事件の概要を紹介します 
〜令和7年度における沖縄地区の独占禁止法等の運用状況① 
　及び琉球倉庫運輸(株)に対する件(下請法に基づく勧告)〜

8 ② 法人企業景気予測調査（令和8年4～6月期）

9 ③ 農業インフラとして地下ダム等の整備を担う 
農業土木職員の仕事の紹介

10 ④ 草木の行方 ～肥料の副原料として活用～

11 ⑤ 小売店で販売される 牛肉のトレーサビリティについて

12 ⑥ 第10回「ものづくり日本大賞」受賞における 
局長報告会開催について ～沖縄県から経済産業大臣賞受賞～

13 ⑦ ダムまつりを開催します！ 森と湖に親しむ旬間（7月21日～31日）

⑧ 小型船舶に対する安全キャンペーン 
～小型船舶の安全確保に向けて～

14 ⑨ 令和8年度 陸運及び観光関係 
沖縄総合事務局長表彰式が行われました

 仕事の窓 ★

2 特集①
ユニークな「カタログ注文型」もある
中小企業省力化投資補助金

4 特集② つくる、つなぐ、未来へ
技術で支えるインフラ整備 開発建設部の魅力

 特集 ★

1 さんぺいの沖縄そば紀行　第2話
15 沖縄の伝統的工芸品　その1

 連載企画 ★

17 クイズ（うちな～んQ）・おしごと紹介・採用担当のひとこと
 なかゆくい ★

 内閣府だより

16 内閣府沖縄担当部局では、 
「かりゆしウェア」の普及・促進に取り組んでいます。

★

14 ① 人事異動
18 ② 沖縄大交易会 国際食品商談会2026

19 ③ 船舶を利用するみなさまへ 「安全確認」できていますか？

20 ④ 船舶を運航するみなさまへ 「海上運送法」の手続きが必要です！

 お知らせ ★

　表紙の写真は、読谷村の高志保
大通りで毎年旧盆の時期に開催さ
れる「高志保大通りエイサー天国」
のひとこまです。県道を歩行者 
天国にして繰り広げられるこの道
ジュネー形式のエイサーイベント
は、平成 9 年の初開催以来、地
域の青年会を中心に県内各地から
出演団体が集い、太鼓の響きと掛
け声が夏の夜空に響き渡ります。
　沿道を埋め尽くす観客と踊り手
が一体となり、通りがまるごとエ
イサーの熱気に包まれるのがこの
イベント最大の魅力です。令和 8
年は第 30 回の節目を迎え、8 月
23 日（日）に開催が予定されて
います。

群星（むりぶし）とは、
沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで

「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

本誌のタイトルについて

経済産業部 政策課
松川 博明

2026
July-August

426 号

表紙写真
「高志保大通りエイサー天国」

（読谷村）

国頭村にある「安波ダム湖」の名称はなんでしょう。

①ゲラ湖　②カラギ湖　③クイナ湖

 答えは P17!

問題今日から使える
沖縄雑学クイズ



沖
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ソ
ー
キ
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ば
の
違
い

1970 年代に広まったソーキそば

オーソドックスな沖縄そば

第
２
話
　

　
沖
縄
県
の
観
光
客
数
は
、

2
0
2
5
年
度
過
去
最
高
を
更
新

し
、
1
，
1
0
0
万
人
に
迫
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
、
県
民
だ
け
で
な
く
広
く
沖
縄
そ

ば
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
沖
縄
そ
ば
の
認
知
度
が
上
が
る
中

で
、
「
沖
縄
そ
ば
と
ソ
ー
キ
そ
ば
の

違
い
っ
て
何
で
す
か
？
」
と
い
う
質

問
を
よ
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
沖
縄
そ
ば
＝
ソ
ー

キ
そ
ば
と
認
識
し
て
い
る
方
も
多
い

よ
う
で
す
。
県
民
に
と
っ
て
は
自
明

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
い
っ

た
ん
沖
縄
そ
ば
と
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
結
論
か
ら
お
話
す
る
と
「
沖
縄
そ

ば
」
と
は
、
沖
縄
そ
ば
に
関
係
す
る
全

て
の
メ
ニ
ュ
ー
を
包
括
す
る
総
称
で

す
。
う
ど
ん
と
き
つ
ね
う
ど
ん
の
関
係

だ
と
考
え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ

う
。
「
沖
縄
そ
ば
」
に
は
、
ソ
ー
キ
そ

ば
、
ゆ
し
豆
腐
そ
ば
、
中
味
そ
ば
な
ど

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
沖
縄
そ
ば
」

と
言
い
ま
す
。
「
う
ど
ん
」
に
も
、
き

つ
ね
う
ど
ん
、
天
ぷ
ら
う
ど
ん
、
月
見

う
ど
ん
な
ど
色
々
な
具
材
が
あ
り
ま
す

が
、
総
称
し
て
「
う
ど
ん
」
と
言
う
の

と
同
じ
で
す
ね
。

「
沖
縄
そ
ば
」
は
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も

ベ
ー
ス
と
な
る
ス
ー
プ
と
麺
は
同
じ

で
、
具
に
よ
っ
て
名
称
が
変
わ
り
ま

す
。
ソ
ー
キ
そ
ば
は
、
「
沖
縄
そ

ば
」
の
一
類
型
で
、
具
が
豚
肉
の
ス

ペ
ア
リ
ブ
で
あ
る
ソ
ー
キ
と
い
う
訳

で
す
。

　
こ
こ
か
ら
が
応
用
編
に
な
り
ま
す

が
、
で
は
お
店
で
見
か
け
る
メ

ニ
ュ
ー
の
沖
縄
そ
ば
と
は
何
を
指
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
豚

肉
の
三
枚
肉
が
載
っ
た
三
枚
肉
そ
ば

を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
う
ど
ん
の
「
素
う
ど
ん
」
と
は

違
っ
た
点
で
す
ね
。

　
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、
昔
の

沖
縄
そ
ば
は
、
三
枚
肉
、
か
ま
ぼ

こ
、
ネ
ギ
、
紅
生
姜
を
基
本
と
し
て

い
て
、
最
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
形
態
で

あ
っ
た
た
め
で
す
。
沖
縄
そ
ば
は
、

「
か
ま
ぼ
こ
た
ー
ち
に
し
し
て
ぃ
ー
ち

（
か
ま
ぼ
こ
２
枚
に
豚
肉
が
１
つ
）
」

と
よ
く
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
基
本
と
な
る
沖
縄
そ
ば
（
三
枚
肉
そ

ば
）
か
ら
派
生
す
る
形
で
、
1
9
7
0

年
代
以
降
に
ソ
ー
キ
そ
ば
は
広
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
意
外
に
思
わ
れ
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
明
治
期
に
一

般
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
沖
縄

そ
ば
の
長
い
歴
史
を
考
え
る
と
、
ソ
ー

キ
そ
ば
は
比
較
的
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
だ

と
言
え
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
ソ
ー
キ
そ
ば
が
定
着

し
、
三
枚
肉
を
上
回
る
よ
う
な
人
気
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
表
記
が
今

後
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
考
え
ら

れ
、
メ
ニ
ュ
ー
の
変
遷
か
ら
沖
縄
そ
ば

の
歴
史
を
探
っ
て
い
く
の
も
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

沖縄そば発信家

PROFILE【プロフィール】
さんぺい沖縄そば発信家。本名：山城 
晋平（やましろ しんぺい）。1976年那
覇市生まれ。2012年に沖縄そばの食
べ歩きを始め、ブログやSNS等で沖縄
そばを広める活動を行っている。
2023年5月TBS「マツコの知らない世
界（沖縄そばの世界）」に出演。2025年には沖縄そばグラ
ンプリや桜坂劇場での「沖縄そばの日」イベントを企画・
実施。著書に『さんぺいの沖縄そばの歩きかた』（ボー
ダーインク、2025年）がある。
※本連載は、著者のさんぺい氏の沖縄そば食べ歩き体験
　に基づいた感想や考察を基に構成されています。

1970年代に広まったゆし豆腐そば

1 2026│7-8月号



お問い合わせ先　経済産業部　地域経済課　☎098-866-1730

特
集

Special Feature

1

どちらを選ぶ？

2つの型がある省力化補助金

紹介HPに掲載されたカタログから、製品等を選び申請
する補助金で、各申請における補助金額の合計が、補助
上限に達するまでは、複数回の応募が可能です。

事業者が考える省力化事業（設備やシステムなどの導
入等）に対し、一億円を最高額として補助する制度で
す。目指している事業計画を提出していただきます。

お話を伺いました！
今回、省力化補助金の窓口を受託されている沖縄県中小
企業団体中央会を事前に訪問して、沖縄の中小企業の課
題や、省力化補助金の使われ方などを伺いました。

　日々、事業主の方々と接していらっしゃる中央会の窓口推進員の方々から伺うお話は、とても新鮮で臨場感と
説得力がありました。もしも経営上の悩みごとをお持ちの事業主の方がいらっしゃれば、ぜひその悩みや課題の
相談に、那覇市の「とまりん」1階にある沖縄県省力化補助金事務局を訪ねてみてください。

　中小企業省力化投資補助金には、「カタログ注文型」
と「一般型」の2種類があります。省力化に興味はあっ
ても、「何から始めればいいかわからない」「難しそう」
と感じる事業主の方は少なくありません。まずは使いや
すい制度を活用し、設備やシステムを導入することで、
省力化を体感されてはいかがでしょうか。
　カタログ注文型は、事業計画を難しく考えることもな
く、省力化の第一歩を踏み出せる点が魅力です。まずは
できるところから始めてみる。そんな進め方は、多くの
事業者の方に受け入れられやすいと思います。
　一方一般型は、事業者ご自身が必要と考える省力化
の設備やシステムを、自由に導入できる制度です。カタ
ログ注文型は手軽な反面、どうしても型にはまった導入
になりやすくなります。より自由に改善を進めたい方に
は、一般型の方が適しているかもしれません。

　まず導入のしやすさを重視するのか、自由度の高い改
善を目指すのか。最終的には、それぞれの事業者の皆さ
んのご判断になるのだと思います。

カタログ注文型 一般型
導入までの時間短縮、手続き負担軽減 自社に最適な設備やシステムの構築

中小企業省力化投資補助金（カタログ注文型）詳しくはこちらから

特定の対象設備
汎用製品をカタログから選択
販売事業者が申請をサポート

中小企業省力化投資補助金（一般型）詳しくはこちらから

対象

選定

特徴

省力化効果が認められる設備・システム
自社の課題に合わせ自由に設計・選定
オーダーメイド性のある多様な設備
やシステムを導入可能

対象

選定

特徴

沖縄県省力化補助金事務局
（沖縄県中小企業団体中央会）
那覇市前島3-25-1　とまりん1階101号室

電話 098-894-2338
中小企業省力化投資補助金
https://shoryokuka.smrj.go.jp

沖縄の中小企業が抱えている課題を教えてく
ださい。

人手不足が中小企業の喫緊の課題ではないで
しょうか。

その課題解決のために、省力化補助金はどのよ
うに役立つとお考えでしょうか。

省力化補助金は中小企業が抱えている人手不足
を解決するための、ロボットの導入を含む、自動
化などを促進するきっかけとなり、課題解決に
大きく役立つと考えています。

実際にこの補助金により改善された例があれ
ばお聞かせください。

個別事例の詳細を述べることはできませんが、
最新の機械、解析ソフトを導入することで、いま
まで数日かかっていた作業を、1日で処理できる
ようになっただけでなく、付加価値の高い分析
が可能になったと報告された例があります。

窓口では、どのようなことをしていただけるの
でしょうか。

補助金制度をわかりやすくご説明しながら、
課題や実現したいことを伺い、それぞれの状
況やお考えに合った活用方法について一緒に
確認していきます。なお、申請書類そのものを
代理で申請することはできません。

「とまりん」1階にある相談窓口の利用方法に
ついて教えてください。

相談窓口は、省力化補助金HPからご予約いた
だけます。土日祝日を除く平日は10時から16
時まで、窓口推進員が対応しています。
また、電話による相談にも対応していますの
で、公募要領を読んだだけでは分からないこ
となどあればお電話ください。補助金をサポー
トされているコンサルタントの方とご一緒に来
所される事業者の方もいらっしゃいます。
また、団体等へ出前セミナーも実施しており、
講師の無料派遣にも対応しています。これまで
に、商工会や支援機関への講師派遣実績があ
り、オンライン説明会も可能です

相談窓口を訪問するにあたり、準備するものな
どはありますか。

お越しになる方全員が、ご自身の課題や補助
金について熟知されている訳ではありません。
なかには、ざっくりとしたお考えでお越しにな
る方や、何ができるのか知らずにいらっしゃる
方もおいでになります。必ずしも何かしら準備
しなければならないということはありません。

２つある省力化補助金の手続きの違いを教
えてください。

一般型は、応募申請を行い、採択後に改めて交
付申請をし、交付決定後に発注する流れとな
ります。一方のカタログ注文型は、比較的申請
がしやすい上、採択までの時間も短く、さらに
上限金額に達するまで複数回申請できます。

カタログの
登録製品から
選びます

ハード・
ソフトを自由に
組み合わせ可能

メリット メリット

随時公募受付中 公募回制最大1500万円を補助 最大1億円を補助

えっ！

1.

1.

5.

5.

6.

6.

7.

7.

2.

2.

3.

3.

4.

4.

沖縄県省力化補助金事務局窓口推進員の方々

中小企業
省力化補助金で
システムを導入し、
人手不足を
解消しました。

カタログから
選べるの？
カタログから
選べるの？

間口の広い補助金制度

ユニークな「カタログ注文型」もある 補助金中小
企業省力化 投

資

お
気
軽
に

お
問
合
せ

く
だ
さ
い
！

最
適
な

補
助
金
の
活
用
を

ご
説
明
し
ま
す
！
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お問い合わせ先　経済産業部　地域経済課　☎098-866-1730
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1

どちらを選ぶ？

2つの型がある省力化補助金

紹介HPに掲載されたカタログから、製品等を選び申請
する補助金で、各申請における補助金額の合計が、補助
上限に達するまでは、複数回の応募が可能です。

事業者が考える省力化事業（設備やシステムなどの導
入等）に対し、一億円を最高額として補助する制度で
す。目指している事業計画を提出していただきます。

お話を伺いました！
今回、省力化補助金の窓口を受託されている沖縄県中小
企業団体中央会を事前に訪問して、沖縄の中小企業の課
題や、省力化補助金の使われ方などを伺いました。

　日々、事業主の方々と接していらっしゃる中央会の窓口推進員の方々から伺うお話は、とても新鮮で臨場感と
説得力がありました。もしも経営上の悩みごとをお持ちの事業主の方がいらっしゃれば、ぜひその悩みや課題の
相談に、那覇市の「とまりん」1階にある沖縄県省力化補助金事務局を訪ねてみてください。

　中小企業省力化投資補助金には、「カタログ注文型」
と「一般型」の2種類があります。省力化に興味はあっ
ても、「何から始めればいいかわからない」「難しそう」
と感じる事業主の方は少なくありません。まずは使いや
すい制度を活用し、設備やシステムを導入することで、
省力化を体感されてはいかがでしょうか。
　カタログ注文型は、事業計画を難しく考えることもな
く、省力化の第一歩を踏み出せる点が魅力です。まずは
できるところから始めてみる。そんな進め方は、多くの
事業者の方に受け入れられやすいと思います。
　一方一般型は、事業者ご自身が必要と考える省力化
の設備やシステムを、自由に導入できる制度です。カタ
ログ注文型は手軽な反面、どうしても型にはまった導入
になりやすくなります。より自由に改善を進めたい方に
は、一般型の方が適しているかもしれません。

　まず導入のしやすさを重視するのか、自由度の高い改
善を目指すのか。最終的には、それぞれの事業者の皆さ
んのご判断になるのだと思います。

カタログ注文型 一般型
導入までの時間短縮、手続き負担軽減 自社に最適な設備やシステムの構築

中小企業省力化投資補助金（カタログ注文型）詳しくはこちらから

特定の対象設備
汎用製品をカタログから選択
販売事業者が申請をサポート

中小企業省力化投資補助金（一般型）詳しくはこちらから

対象

選定

特徴

省力化効果が認められる設備・システム
自社の課題に合わせ自由に設計・選定
オーダーメイド性のある多様な設備
やシステムを導入可能

対象

選定

特徴

沖縄県省力化補助金事務局
（沖縄県中小企業団体中央会）
那覇市前島3-25-1　とまりん1階101号室

電話 098-894-2338
中小企業省力化投資補助金
https://shoryokuka.smrj.go.jp

沖縄の中小企業が抱えている課題を教えてく
ださい。

人手不足が中小企業の喫緊の課題ではないで
しょうか。

その課題解決のために、省力化補助金はどのよ
うに役立つとお考えでしょうか。

省力化補助金は中小企業が抱えている人手不足
を解決するための、ロボットの導入を含む、自動
化などを促進するきっかけとなり、課題解決に
大きく役立つと考えています。

実際にこの補助金により改善された例があれ
ばお聞かせください。

個別事例の詳細を述べることはできませんが、
最新の機械、解析ソフトを導入することで、いま
まで数日かかっていた作業を、1日で処理できる
ようになっただけでなく、付加価値の高い分析
が可能になったと報告された例があります。

窓口では、どのようなことをしていただけるの
でしょうか。

補助金制度をわかりやすくご説明しながら、
課題や実現したいことを伺い、それぞれの状
況やお考えに合った活用方法について一緒に
確認していきます。なお、申請書類そのものを
代理で申請することはできません。

「とまりん」1階にある相談窓口の利用方法に
ついて教えてください。

相談窓口は、省力化補助金HPからご予約いた
だけます。土日祝日を除く平日は10時から16
時まで、窓口推進員が対応しています。
また、電話による相談にも対応していますの
で、公募要領を読んだだけでは分からないこ
となどあればお電話ください。補助金をサポー
トされているコンサルタントの方とご一緒に来
所される事業者の方もいらっしゃいます。
また、団体等へ出前セミナーも実施しており、
講師の無料派遣にも対応しています。これまで
に、商工会や支援機関への講師派遣実績があ
り、オンライン説明会も可能です

相談窓口を訪問するにあたり、準備するものな
どはありますか。

お越しになる方全員が、ご自身の課題や補助
金について熟知されている訳ではありません。
なかには、ざっくりとしたお考えでお越しにな
る方や、何ができるのか知らずにいらっしゃる
方もおいでになります。必ずしも何かしら準備
しなければならないということはありません。

２つある省力化補助金の手続きの違いを教
えてください。

一般型は、応募申請を行い、採択後に改めて交
付申請をし、交付決定後に発注する流れとな
ります。一方のカタログ注文型は、比較的申請
がしやすい上、採択までの時間も短く、さらに
上限金額に達するまで複数回申請できます。

カタログの
登録製品から
選びます

ハード・
ソフトを自由に
組み合わせ可能

メリット メリット

随時公募受付中 公募回制最大1500万円を補助 最大1億円を補助

えっ！

1.

1.

5.

5.

6.

6.

7.

7.

2.

2.

3.

3.

4.

4.

沖縄県省力化補助金事務局窓口推進員の方々

中小企業
省力化補助金で
システムを導入し、
人手不足を
解消しました。

カタログから
選べるの？
カタログから
選べるの？

間口の広い補助金制度

ユニークな「カタログ注文型」もある 補助金中小
企業省力化 投

資

お
気
軽
に

お
問
合
せ

く
だ
さ
い
！

最
適
な

補
助
金
の
活
用
を

ご
説
明
し
ま
す
！
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お問い合わせ先　開発建設部 建設行政課　☎098-866-1908

　
開
発
建
設
部
が
担
う
業
務
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
沖
縄
振
興
を
担
う
代
表
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
首
里
城
正
殿
復
元
工
事
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
首
里
城
は
令
和
元
年
10
月
31
日
未
明
に
発
生

し
た
火
災
に
よ
り
、
正
殿
等
９
つ
の
施
設
が
焼
失

し
ま
し
た
。政
府
が
決
定
し
た
「
首
里
城
復
元
に

向
け
た
基
本
的
な
方
針
」に
基
づ
き
、
開
発
建
設

部
で
は
地
元
関
係
者
や
関
係
機
関
、
有
識
者
の

方
々
と
と
も
に
、
首
里
城
復
元
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。首
里
城
復
元
に
向
け
た
３
本
柱
と
し
て
、

正
殿
を
皮
切
り
に
技
術
的
な
検
討
を
行
い
、
復
元

　
ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
、沖
縄
県
、沖
縄

県
立
芸
術
大
学
、（一財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団

で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
若
手
技
術
者
の
育

成
等
、
首
里
城
で
使
用
さ
れ
る
様
々
な
伝
統

技
術
に
係
る
技
術
継
承
・
人
材
育
成
の
取

組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。正
殿
復
元
で
も
多

く
の
県
内
出
身
の
若
手
技
術
者
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
正
殿
の
復
元
工
事
は
、
令
和
７
年
10
月
末

に
覆
っ
て
い
た
素
屋
根
が
撤
去
さ
れ
、６
年
ぶ

り
に
沖
縄
の
空
の
下
に
そ
の
外
観
が
姿
を
現

し
ま
し
た
。現
在
は
新
た
に
設
置
し
た
見
学

デ
ッ
キ
か
ら
、
正
殿
の
左
右
に
設
け
ら
れ
る

「
両
廊
下
」の
工
事
が
進
む
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。今
年
11
月
23
日
の
正
殿
の一般

公
開
に
向
け
て
、内
部
の
塗
装
工
事
、両
廊
下

や
正
殿
周
辺
の
防
火
設
備
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、一日
も
早
い
首
里
城
全
体
の
復
元

を
目
指
し
て
、取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
自
ら
工
事
な
ど
を
行
う
の
で
は

な
く
、「
発
注
者
」
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。
地
形
・
地

質
の
調
査
を
専
門
業
者
へ
発
注
し
、
最
適
か

つ
経
済
的
な
設
計
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
調

整
す
る
ほ
か
、
工
事
費
用
を
算
定
し
て
建
設

会
社
へ
工
事
を
発
注
し
、
施
工
が
図
面
通
り

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
品
質
や
工
程
を
確
認

し
ま
す
。

　
現
場
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
技
術
的
な
判

断
を
下
す
こ
と
も
、
私
た
ち
の
重
要
な
役
割

で
す
。

工
事
を
実
施
す
る「
首
里
城
復
元
」、復
元
工
事

の
過
程
を一般
公
開
・
情
報
発
信
す
る
「
段
階

的
公
開
」、そ
れ
ら
の
実
施
を
通
し
た「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
へ
の
貢
献
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
首
里
城
復
元
で
は
、令
和
元
年
の
焼
失
前
の

復
元
を「
平
成
の
復
元
」、
今
回
の
復
元
を「
令

和
の
復
元
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。令
和
の
復
元
で

は
、平
成
の
復
元
以
降
に
確
認
さ
れ
た
古
文
書

や
古
写
真
の
詳
細
な
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た

情
報
を「
新
た
な
知
見
」と
し
、有
識
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
復
元
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

今
般
の
火
災
を
受
け
た
防
火
対
策
の
強
化
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
段
階
的
公
開
で
は
、「
見
せ
る
復
興
」を
テ
ー

マ
に
復
元
工
事
の
過
程
を
公
開
し
て

い
ま
す
。完
成
後
の
姿
だ
け
で
な
く
、

復
興
へ
と
歩
む
「
今
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
首
里
城
」
を
多
く
の
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
、
復
元
・
復
興
の
過

程
を
多
く
の
方
と
共
有
す
る
取
組
で

す
。地
域
振
興
・
観
光
振
興
へ
の
貢
献

で
は
、
段
階
的
公
開
と
と
も
に
、
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
て
地
域
振
興
・
観
光
振
興
に
つ

な
が
る
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
開
発
建
設
部
に
お
い
て
は
、沖
縄
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備・維
持
す
る
と
い
う

使
命
を
も
ち
、日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、国
土
交
通
省
の
地
方
整
備
局
が
所
掌
す
る
事
務
を
実
施
す

る
組
織
と
し
て
、沖
縄
に
お
け
る
道
路
、ダ
ム
、港
湾
、空
港
、海
岸
、砂
防
、公

園
、官
庁
営
繕
工
事
の
う
ち
、国
が
直
轄
で
施
行
す
る
社
会
資
本
整
備
に
関
す

る
業
務
を
幅
広
く
担
っ
て
い
ま
す
。

北部国道事務所勤務時のボーリングコア確認状況 

　
入
局
４
年
目
を
迎
え
、
国
の
事
業
を

支
え
る
業
務
に
携
わ
り
、
道
路
な
ど
の

社
会
基
盤
の
整
備
や
維
持
を
通
じ
て
地

域
の
皆
さ
ま
の
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
に
は
、
新
た
な
道
路
整
備
に
向
け

て
関
係
機
関
と
調
整
・
検
討
を
行
う
業

務
や
、
道
路
や
横
断
歩
道
橋
と
い
っ
た

施
設
の
維
持
管
理
・
修
繕
に
関
わ
る
業

務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も

地
域
の
将
来
や
日
々
の
安
心
に
直
結
す

る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
大
き
な
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。今
年
度
は
主
に
不
発
弾

関
連
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
沖
縄
な

ら
で
は
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
地

域
の
安
全
確
保
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
関

わ
る
中
で
日
々
新
し
い
発
見
と
学
び
が

あ
り
、
自
分
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
る

こ
と
が
こ
の
仕
事
の
大
き
な
魅
力
で
す
。一

方
で
責
任
の
大
き
さ
に
難
し
さ
を
感
じ
る

場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場
は
相
談
し
や

す
い
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、
上
司
や
同
僚

の
助
言
を
受
け
な
が
ら一人
で
抱
え
込
む
こ

と
な
く
業
務
に
取
り
組
め
る
た
め
、
安
心

し
て
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
入
局
当
初
は
学
生
時
代
に
こ
れ
ま
で
学

ん
で
き
た
分
野
と
は
異
な
る
知
識
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
専
門
的
な
内
容
か
ら
社
会

人
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
ま
で
幅
広
く
学

べ
る
研
修
制
度
が
あ
り
、
今
後
の
業
務
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自
分
の
仕
事
が

地
元
・
沖
縄
の
暮
ら
し
を
支
え
、
そ
の
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
こ
と

に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
、こ
れ

か
ら
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
職
員
と
し
て

成
長
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
営
繕
監
督
保
全
室
の
佐
原
で
す
。営
繕

工
事
の
監
督
に
関
す
る
業
務
、
官
庁
施
設

の
保
全
指
導
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。担
当
物
件
に
は
首
里
城
正
殿
復
元

工
事
の
現
場
も
あ
り
、
仕
事
を
通
し
貴
重

な
復
元
過
程
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
こ
の
職

場
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
技
術
管
理
課
の
石
川
で
す
。技
術
管
理

課
で
は
積
算
基
準
の
改
定
や
公
共
工
事

に
お
け
る
新
技
術
の
活
用
等
の
検
討
等

を
行
っ
て
お
り
、
設
計
積
算
担
当
者
会
議

の
開
催
な
ど
を
通
じ
、受
発
注
者
が
適
切

な
積
算
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。業
務
を
通
じ
て
沖
縄
の
イ
ン
フ
ラ
発

展
を
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
、
日
々
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

開発建設部
について

一般
職
技
術
系 

開
発
建
設
部

蔵
元 

里
佐
子

佐
原 

翔
太

一般
職
技
術
系 

開
発
建
設
部

石
川 

隆
一

一般
職
技
術
系 

開
発
建
設
部

首
里
城
正
殿
復
元
工
事

に
つ
い
て

開
発
建
設
部
職
員
の

業
務
内
容

特
集

Special Feature

2

美ら島の未来を拓く社会資本整備の
プロフェッショナル

つくる、つなぐ、未来へ

開発建設部の魅力開発建設部の魅力

首里城正殿復元工事の状況 

地域振興・
観光振興
への貢献

技術継承・
人材育成の
取り組みを
実施して
います技術で支える

インフラ整備
技術で支える
インフラ整備

若手職員の声

設計積算担当者会議

復元工事中の首里城（令和8年2月9日時点）

火災後の首里城（令和元年11月1日時点）
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お問い合わせ先　開発建設部 建設行政課　☎098-866-1908

　
開
発
建
設
部
が
担
う
業
務
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
沖
縄
振
興
を
担
う
代
表
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
首
里
城
正
殿
復
元
工
事
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
首
里
城
は
令
和
元
年
10
月
31
日
未
明
に
発
生

し
た
火
災
に
よ
り
、
正
殿
等
９
つ
の
施
設
が
焼
失

し
ま
し
た
。政
府
が
決
定
し
た
「
首
里
城
復
元
に

向
け
た
基
本
的
な
方
針
」に
基
づ
き
、
開
発
建
設

部
で
は
地
元
関
係
者
や
関
係
機
関
、
有
識
者
の

方
々
と
と
も
に
、
首
里
城
復
元
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。首
里
城
復
元
に
向
け
た
３
本
柱
と
し
て
、

正
殿
を
皮
切
り
に
技
術
的
な
検
討
を
行
い
、
復
元

　
ま
た
、沖
縄
総
合
事
務
局
、沖
縄
県
、沖
縄

県
立
芸
術
大
学
、（一財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団

で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
若
手
技
術
者
の
育

成
等
、
首
里
城
で
使
用
さ
れ
る
様
々
な
伝
統

技
術
に
係
る
技
術
継
承
・
人
材
育
成
の
取

組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。正
殿
復
元
で
も
多

く
の
県
内
出
身
の
若
手
技
術
者
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
正
殿
の
復
元
工
事
は
、
令
和
７
年
10
月
末

に
覆
っ
て
い
た
素
屋
根
が
撤
去
さ
れ
、６
年
ぶ

り
に
沖
縄
の
空
の
下
に
そ
の
外
観
が
姿
を
現

し
ま
し
た
。現
在
は
新
た
に
設
置
し
た
見
学

デ
ッ
キ
か
ら
、
正
殿
の
左
右
に
設
け
ら
れ
る

「
両
廊
下
」の
工
事
が
進
む
様
子
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。今
年
11
月
23
日
の
正
殿
の一般

公
開
に
向
け
て
、内
部
の
塗
装
工
事
、両
廊
下

や
正
殿
周
辺
の
防
火
設
備
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、一日
も
早
い
首
里
城
全
体
の
復
元

を
目
指
し
て
、取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
自
ら
工
事
な
ど
を
行
う
の
で
は

な
く
、「
発
注
者
」
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。
地
形
・
地

質
の
調
査
を
専
門
業
者
へ
発
注
し
、
最
適
か

つ
経
済
的
な
設
計
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
調

整
す
る
ほ
か
、
工
事
費
用
を
算
定
し
て
建
設

会
社
へ
工
事
を
発
注
し
、
施
工
が
図
面
通
り

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
品
質
や
工
程
を
確
認

し
ま
す
。

　
現
場
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
技
術
的
な
判

断
を
下
す
こ
と
も
、
私
た
ち
の
重
要
な
役
割

で
す
。

工
事
を
実
施
す
る「
首
里
城
復
元
」、復
元
工
事

の
過
程
を一般
公
開
・
情
報
発
信
す
る
「
段
階

的
公
開
」、そ
れ
ら
の
実
施
を
通
し
た「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
へ
の
貢
献
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
首
里
城
復
元
で
は
、令
和
元
年
の
焼
失
前
の

復
元
を「
平
成
の
復
元
」、
今
回
の
復
元
を「
令

和
の
復
元
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。令
和
の
復
元
で

は
、平
成
の
復
元
以
降
に
確
認
さ
れ
た
古
文
書

や
古
写
真
の
詳
細
な
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た

情
報
を「
新
た
な
知
見
」と
し
、有
識
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
復
元
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

今
般
の
火
災
を
受
け
た
防
火
対
策
の
強
化
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
段
階
的
公
開
で
は
、「
見
せ
る
復
興
」を
テ
ー

マ
に
復
元
工
事
の
過
程
を
公
開
し
て

い
ま
す
。完
成
後
の
姿
だ
け
で
な
く
、

復
興
へ
と
歩
む
「
今
し
か
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
首
里
城
」
を
多
く
の
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
、
復
元
・
復
興
の
過

程
を
多
く
の
方
と
共
有
す
る
取
組
で

す
。地
域
振
興
・
観
光
振
興
へ
の
貢
献

で
は
、
段
階
的
公
開
と
と
も
に
、
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復
興
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
て
地
域
振
興
・
観
光
振
興
に
つ

な
が
る
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
開
発
建
設
部
に
お
い
て
は
、沖
縄
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備・維
持
す
る
と
い
う

使
命
を
も
ち
、日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、国
土
交
通
省
の
地
方
整
備
局
が
所
掌
す
る
事
務
を
実
施
す

る
組
織
と
し
て
、沖
縄
に
お
け
る
道
路
、ダ
ム
、港
湾
、空
港
、海
岸
、砂
防
、公

園
、官
庁
営
繕
工
事
の
う
ち
、国
が
直
轄
で
施
行
す
る
社
会
資
本
整
備
に
関
す

る
業
務
を
幅
広
く
担
っ
て
い
ま
す
。

北部国道事務所勤務時のボーリングコア確認状況 

　
入
局
４
年
目
を
迎
え
、
国
の
事
業
を

支
え
る
業
務
に
携
わ
り
、
道
路
な
ど
の

社
会
基
盤
の
整
備
や
維
持
を
通
じ
て
地

域
の
皆
さ
ま
の
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
に
は
、
新
た
な
道
路
整
備
に
向
け

て
関
係
機
関
と
調
整
・
検
討
を
行
う
業

務
や
、
道
路
や
横
断
歩
道
橋
と
い
っ
た

施
設
の
維
持
管
理
・
修
繕
に
関
わ
る
業

務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も

地
域
の
将
来
や
日
々
の
安
心
に
直
結
す

る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
大
き
な
責
任

と
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。今
年
度
は
主
に
不
発
弾

関
連
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
沖
縄
な

ら
で
は
の
課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
地

域
の
安
全
確
保
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
関

わ
る
中
で
日
々
新
し
い
発
見
と
学
び
が

あ
り
、
自
分
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
る

こ
と
が
こ
の
仕
事
の
大
き
な
魅
力
で
す
。一

方
で
責
任
の
大
き
さ
に
難
し
さ
を
感
じ
る

場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場
は
相
談
し
や

す
い
雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、
上
司
や
同
僚

の
助
言
を
受
け
な
が
ら一人
で
抱
え
込
む
こ

と
な
く
業
務
に
取
り
組
め
る
た
め
、
安
心

し
て
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
入
局
当
初
は
学
生
時
代
に
こ
れ
ま
で
学

ん
で
き
た
分
野
と
は
異
な
る
知
識
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
専
門
的
な
内
容
か
ら
社
会

人
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
ま
で
幅
広
く
学

べ
る
研
修
制
度
が
あ
り
、
今
後
の
業
務
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自
分
の
仕
事
が

地
元
・
沖
縄
の
暮
ら
し
を
支
え
、
そ
の
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
こ
と

に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
、こ
れ

か
ら
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
職
員
と
し
て

成
長
し
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
営
繕
監
督
保
全
室
の
佐
原
で
す
。営
繕

工
事
の
監
督
に
関
す
る
業
務
、
官
庁
施
設

の
保
全
指
導
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。担
当
物
件
に
は
首
里
城
正
殿
復
元

工
事
の
現
場
も
あ
り
、
仕
事
を
通
し
貴
重

な
復
元
過
程
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
こ
の
職

場
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
技
術
管
理
課
の
石
川
で
す
。技
術
管
理

課
で
は
積
算
基
準
の
改
定
や
公
共
工
事

に
お
け
る
新
技
術
の
活
用
等
の
検
討
等

を
行
っ
て
お
り
、
設
計
積
算
担
当
者
会
議

の
開
催
な
ど
を
通
じ
、受
発
注
者
が
適
切

な
積
算
を
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。業
務
を
通
じ
て
沖
縄
の
イ
ン
フ
ラ
発

展
を
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
、
日
々
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

開発建設部
について
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職
技
術
系 

開
発
建
設
部

蔵
元 

里
佐
子

佐
原 

翔
太

一般
職
技
術
系 

開
発
建
設
部

石
川 

隆
一

一般
職
技
術
系 

開
発
建
設
部

首
里
城
正
殿
復
元
工
事

に
つ
い
て

開
発
建
設
部
職
員
の

業
務
内
容
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今
年
６
月
に
沖
縄
総
合
事
務
局
総
務
部
公

正
取
引
課
が
公
表
し
た
、
令
和
７
年
度
に
お

け
る
沖
縄
地
区
の
運
用
状
況
の
う
ち
、
今
号

は
独
占
禁
止
法
及
び
景
品
表
示
法
の
事
件
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
併
せ
て
、
去
る
５
月
に
公

表
し
た
、
下
請
法
に
基
づ
く
勧
告
案
件
「
琉

球
倉
庫
運
輸
に
対
す
る
件
」
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
自
由
経
済
社
会
に
お
い
て
、
事
業
者
が
事

業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
守
る
べ
き
基
本

ル
ー
ル
を
定
め
、
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
を

促
進
す
る
た
め
に
、
自
由
な
競
争
を
妨
げ
た

り
、
不
公
正
な
競
争
手
段
を
用
い
て
競
争
し

た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

○
不
当
廉
売

　
石
油
製
品
の
小
売
業
に
つ
い
て
、
不
当
廉

売
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
10
件

の
注
意
を
行
っ
た
。

　
一
般
消
費
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
、
内
容
、
価
格
等
を

偽
っ
て
表
示
を
行
う
こ
と
を
厳
し
く
規
制
す
る

と
と
も
に
、
過
大
な
景
品
類
の
提
供
を
防
ぐ
た

め
に
景
品
類
の
最
高
額
等
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

○
有
利
誤
認
表
示

　（
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
プ
ラ
ン
の
価
格
に
係
る
表
示
）

　
Ａ
社
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
プ
ラ
ン
（
本

件
役
務
）
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
自
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、「
△
△
円
↓
□
□
円
」

と
表
示
す
る
な
ど
、
実
際
の
提
供
価
格
に
当

該
価
格
を
上
回
る
価
額
（
比
較
対
象
価
格
）

を
併
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
、
比

較
対
象
価
格
は
通
常
提
供
し
て
い
る
価
格
で

あ
り
、
実
際
の
提
供
価
格
が
比
較
対
象
価
格

に
比
し
て
安
い
か
の
よ
う
に
表
示
し
て
い
た

が
、
実
際
に
は
、
比
較
対
象
価
格
は
、
本
件

役
務
に
つ
い
て
最
近
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て

提
供
さ
れ
た
実
績
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

○
有
利
誤
認
表
示
　

　（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
看
板
に
係
る
表
示
）

　
Ｂ
社
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
及
び
軽
油

（
本
件
２
商
品
）
を
販
売
す
る
に
当
た
り
、
Ｂ

社
が
運
営
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
店
頭
に

設
置
し
た
看
板
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ「
レ
ギ
ュ

ラ
ー 

○
○
円
」、「
軽
油 

△
△
円
」
な
ど
と
表

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
、
本
件
２
商

品
の
表
示
価
格
が
誰
に
で
も
適
用
さ
れ
る
か
の

よ
う
に
表
示
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
表
示

さ
れ
た
価
格
は
、
会
員
向
け
決
済
ツ
ー
ル
に
よ

り
購
入
代
金
を
支
払
お
う
と
す
る
者
に
限
定
し

て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

総務部
1

仕 事
窓の

沖
縄
で
起
き
た
事
件
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す

～
令
和
７
年
度
に
お
け
る
沖
縄
地
区
の
独
占
禁
止
法
等
の
運
用
状
況
①

　

及
び
琉
球
倉
庫
運
輸（
株
）に
対
す
る
件
（
下
請
法
に
基
づ
く
勧
告
）
～

　
正
当
な
理
由
な
く
、
商
品
又
は
役
務
を

そ
の
供
給
に
要
す
る
費
用
を
著
し
く
下

回
る
対
価
で
継
続
し
て
供
給
す
る
こ
と

で
、
他
の
事
業
者
の
事
業
活
動
を
困
難
に

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
よ
う
な
行
為
は
、

独
占
禁
止
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
品
又
は
役
務
の
価
格
そ
の
他
の
取
引

条
件
に
つ
い
て
実
際
の
も
の
よ
り
も
取
引

の
相
手
方
に
著
し
く
有
利
で
あ
る
と
一
般

消
費
者
に
誤
認
さ
せ
る
不
当
表
示
で
あ
り

景
品
表
示
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
当
廉
売
と
は

有
利
誤
認
表
示
と
は

沖
縄
地
区
に
お
け
る

独
占
禁
止
法
の
運
用
状
況

の
詳
細
は
こ
ち
ら

沖
縄
地
区
に
お
け
る

景
品
表
示
法
の
運
用
状
況

の
詳
細
は
こ
ち
ら

図はイメージ▲
実際の提供価格が、最近相当期間に
わたって提供された実績のない比較
対象価格と比べて安いかのように表
示していた

図はイメージ▲
誰にでも適用されるかのように
表示していたが、実際は会員向け
決済ツール使用者限定だった

独
占
禁
止
法

景
品
表
示
法
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次
号
で
は
、
取
適
法
及
び
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
法
の
令
和
７
年
度
の
運
用
状
況

を
紹
介
す
る
よ
！

こ
ち
ら
も
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
ね
！

沖
縄
県
の
事
業
者
に
対
す
る
勧
告
事
例

は
、
令
和
８
年
５
・
６
月
号
で
紹
介
し
た

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
沖
縄
及
び
琉
球
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｐ
工
業
に
続
い
て
、
３
件
目
だ
よ
。

委
託
事
業
者
の
皆
さ
ん
！
中
小
受
託

事
業
者
に
責
任
が
な
い
の
に
、
発
注

時
に
定
め
た
代
金
を
発
注
後
に
減
じ

る
こ
と
は
取
適
法
違
反
に
な
っ
ち
ゃ

う
よ
！
注
意
し
て
ね
！ 

「どっきん」

▼
お
問
合
せ
先

　
総
務
部　
公
正
取
引
課　

　
☎
０
９
８ｰ

８
６
６ｰ

０
０
４
９

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、
琉
球
倉
庫
運
輸
に

対
し
て
、
代
金
の
「
減
額
」
を
行
っ
た
と
し
て
、

令
和
８
年
５
月
12
日
に
下
請
法
の
規
定
に
基

づ
き
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
琉
球
倉
庫
運
輸
は
、
受
注
者
と
の
間
で
決
め

た
基
本
運
賃
表
を
用
い
て
算
定
し
た
額
を
下

請
代
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
合
意
し
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
こ
の
基
本
運
賃
表
を
使
わ

ず
に
、
異
な
る
方
法
で
算
定
し
た
額
を
支
払
う

こ
と
で
、
下
請
事
業
者
が
本
来
も
ら
え
る
は
ず

だ
っ
た
代
金
か
ら
総
額
約
３,
７
７
７
万
円
が

減
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
件
の
調
査
は
公
正
取
引
課
が
担
当
し
ま

し
た
。

※
下
請
法
は
令
和
８
年
１
月
に
取
適
法
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
件
は
令
和
８
年
１
月

よ
り
前
に
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
る
た
め
、
改

正
前
の
下
請
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

琉
球
倉
庫
運
輸
に
対
す
る
件

（
下
請
法
に
基
づ
く
勧
告
）▲調査を担当した公正取引課長・取引適正化調査

官らが記者会見を行いました＠那覇第二地方
合同庁舎

本
件
の
詳
細
は

こ
こ
か
ら
確
認
し
て
ね
▼

▽ 以下の２点について、取締役会の決議により確認す
ること

▽取適法の遵守体制を整備すること など

基本運賃表を用いて算定された下請代金の額を減じ
た行為は、改正前の下請法の規定に違反するもので
あること
今後、中小受託事業者 ( 注 2) の責めに帰すべき理
由がないのに製造委託等代金の減額を行わないこと

・

・

（注１）下請代金の減額

（注２）

　下請法は、下請事業者に責任がないのに、発注時に定められた金額か
ら一定額を減じて支払うこと等を全面的に禁止している。値引き、協賛
金、歩引き等の名目、方法、金額 の多少を問わず、また、下請事業者と
の合意があっても、下請法第４条第１項第３号違反となる。

　下請法は、令和７年改正により、令和８年１月、取適法と改称
された。下請法において「下請事業者」と呼称されていた事業者は、令
和８年１月以降になされた製造委託等との関係では「中小受託事業者」
と呼称される。

公正取引委員会からの勧告の内容

琉
球
倉
庫
運
輸︵
発
注
者
︶

︵
一
般
貨
物
運
送
事
業
等
︶

受
注
者︵
16
名
︶

︵
貨
物
等
の
運
送
業
︶

役務提供委託
琉球倉庫運輸は、受注者に対し、自社が荷主等から請け負った貨物運送の全部又は一部を再委託

　琉球倉庫運輸は、令和６年１月から令和

７年11月までの間、受注者との間で定め

た基本運賃表を用いずに荷主等から支払

われる代金に一定率を乗じて得た額を支

払った。

　上記の行為により減額（注１）した金額は、

受注者16名に対し、総額約３,７７７万円。

※琉球倉庫運輸は、受注者に対し、
　減額した金額を支払済み

違反行為の概要 本件減額のイメージ

本件では基本運賃

表を用いて算定さ

れた額

①代金の額

②実際に
支払われた額

荷主等から支払わ

れる代金に一定率

を乗じて得た額

減額

2026│7-8月号7



▼お問合せ先　財務部　経済調査室　☎ 098 - 866 - 0093

法人企業景気予測調査
（令和8年4〜6月期）

調査の概要

景 況 判 断

調査の目的
　本 調 査は、経 済活 動の主 要部分を
占める企業活動を把握することにより、
経済の現状及び今後の見通しに関する
基礎資料を得ることを目的に、統計法
に基づく一般統計調査として四半期毎
に実施している。

調査の時点　令和 8 年 5 月 15 日

調査対象期間
判断項目：8 年 4 ～ 6 月期
　　　　　又は 6 月末見込み、
　　　　　8 年 7～9 月期
　　　　　又は 9 月末見通し、
　　　　　8 年 10 ～12 月期
　　　　　又は 12 月末見通し

調査対象企業の範囲
沖縄県内に所在する資本金、出資金又は基金（以下「資本金」という。）1 千万円
以上（電気・ガス・水道業及び金融業、保険業は資本金 1 億円以上）の法人

調査対象企業数及び回収状況は次のとおりである。

対象企業数：120 社　回答企業数：110 社　回収率：91.7％

対　象
企業数

回　答
企業数

回収率
（%）

全産業 120 110 91.7

製造業 10 9 90.0
非製造業 110 101 91.8

建設業 16 16 100.0
情報通信業 11 9 81.8
運輸業、郵便業 4 4 100.0
卸売業、小売業 17 14 82.4
不動産業、物品賃貸業 22 20 90.9
サービス業 24 22 91.7

大企業 ( 資本金 10 億円以上 ) 17 17 100.0
中堅企業 ( 資本金 1 億円以上 10 億円未満 ) 33 30 90.9
中小企業 ( 資本金 1 千万円以上 1 億円未満 ) 70 63 90.0

8 年 1〜3 月
前回調査

8 年 4 〜 6 月
現状判断

8 年 7〜 9 月
見通し

8 年 10 〜12 月
見通し

全産業 5.5 (10.1) 5.5 (21.1) 13.6 8.2
製造業 30.8 (23.1) ▲ 11.1 (7.7) 22.2 33.3
非製造業 2.1 (8.3) 6.9 (22.9) 12.9 5.9

建設業 7.1 (14.3) ▲ 6.3 (0.0) ▲ 6.3 6.3
情報通信業 ▲ 50.0 (0.0) ▲ 22.2 (0.0) 22.2 33.3
運輸業、郵便業 ▲ 14.3 (0.0) ▲ 50.0 (14.3) 50.0 25.0
卸売業、小売業 0.0 (0.0) 14.3 (33.3) 7.1 0.0
不動産業、物品賃貸業 7.1 ( ▲ 7.1) 15.0 (14.3) 20.0 0.0
サービス業 ▲ 3.7 (11.1) 22.7 (37.0) 13.6 4.5

規
模
別

大　企　業 ▲ 5.6 (11.1) 29.4 (16.7) 17.6 0.0
中 堅 企 業 ▲ 3.2 (9.7) ▲ 20.0 (35.5) 16.7 10.0
中 小 企 業 13.3 (10.0) 11.1 (15.0) 11.1 9.5

ＢＳＩ（Business Survey Index）の計算方法
例：「景況判断」の場合
　   前期と比べて
　   「上昇」と回答した企業の構成比 ･･･40.0％　　「不変」と回答した企業の構成比 ･･･25.0％
　   「下降」と回答した企業の構成比 ･･･30.0％　　「不明」と回答した企業の構成比 ･･･ 5.0％

（　　　　　）（　　　　　）ＢＳＩ＝ ＝ 10.0％ポイント－「上昇」と回答した
企業の構成比　40.0％

「下降」と回答した
企業の構成比　30.0％

財務部ホームページでは、その
他の経済情報もご覧になれます。
URL: https://www.ogb.go.jp/
　　   zaimu/zaimu_keizai

【企業の景況判断ＢＳＩ（原数値）】　　　　　　　　　　　　（前期比「上昇」−「下降」社数構成比）（単位：％ポイント）

【企業の景況判断ＢＳＩの推移（全産業）】

（注）（ ）書きは前回調査（8 年 1〜 3 月期）時の見通し

（単位：社）

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

▲ 10.0

▲ 20.0

（％ポイント）

R5年
4-6月

8.0

20.0

4.6

▲ 4.6

7.0

26.1

▲ 5.2

5.3 5.1

28.3

▲ 8.3

5.5 5.5

13.6

現状 見通し

8.2

R6年
1-3月

R8年
1-3月

R7年
1-3月7-9月 10-12月 4-6月 7-9月 10-12月 4-6月 7-9月 10-12月 4-6月 7-9月 10-12月

（調査期）

　下
降
超

上
昇
超

現
状
判
断
は
「
上
昇
」
超
幅
が
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
　
　

　
　
　
　
　
　
先
行
き
は
「
上
昇
」
超
で
推
移
す
る
見
通
し
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仕 事
窓の



　
私
は
入
局
し
て
４
年
目
、
石
垣
島
農
業
水

利
事
業
所
で
の
勤
務
は
３
年
目
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
農
業
用
水
を
供
給
す
る
施
設

で
あ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
通
水
試
験
や
、
地

元
小
学
生
を
対
象
と
し
た
出
前
授
業
な
ど
、

自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
経
験
を
多
く
し

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
工
事
に
関
す
る
仕
事
を
担
当

し
て
お
り
、
図
面
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
や
施

工
現
場
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
経
験
ば
か
り
で
す
が
、
周

り
の
上
司
や
同
僚
と
相
談
し
な
が
ら
、
課
題
解

決
に
向
け
て
仕
事
を
一
つ
一
つ
進
め
て
い
く
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
入
局
３
年
目
で
あ
り
、
宮
古
圏
域
農
業

水
利
事
業
所
の
工
事
第
二
課
に
所
属
し
、
国

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
古
島
で
は
、
宮
古
島
特
有
の
断
層
地
形

を
生
か
し
、
地
中
（
琉
球
石
灰
岩
）
に
水
を

蓄
え
る
「
地
下
ダ
ム
」
に
よ
っ
て
貴
重
な
水

資
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
下
ダ
ム

か
ら
取
水
す
る
取
水
施
設
工
事
や
、
畑
ま
で

配
水
す
る
管
水
路
工
事
の
監
督
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
宮
古
島
の
農
業
を
支
え
る
水
源
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い

持
続
可
能
な
農
業
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
施
工
業
者
、
地
元
農
家
な
ど

の
多
く
の
関
係
者
と
連
携
し
て
工
事
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
の
職
員
で
あ
る
と
、
離
島
で
の
生
活
を
経
験
で
き
る
の
も
、

魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
石
垣
島
の
海
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
し
た

際
は
、
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
魚
に
も
巡
り
会

う
こ
と
が
で
き
、
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島

の
伝
統
行
事
で
あ
る
ハ
ー
リ
ー
大
会
に
事
業
所
の
職
員

一
同
で
出
場
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
深
め
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
石
垣
島
は
グ
ル
メ
も
充
実
し
て
お
り
、
職
場
は

も
ち
ろ
ん
、
公
私
と
も
に
満
喫
し
た
生
活
を
送
れ
る
環

境
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
宮
古
島
の
豊
か
な
農
業
を
支
え
る
仕
事
に
携
わ
る
中
で
、
技
術
面
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
仕
事
の
責
任
感
も
学
ん
で
い
ま
す
。
職
場
は
相
談

し
や
す
い
雰
囲
気
で
、
安
心
し
て
成
長
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。
自
身
の
成

長
を
実
感
し
な
が
ら
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
農
業
土
木
職
の
魅
力
で
す
。

▼
お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部
　
農
村
振
興
課
　
☎
0
9
8 -

8
6
6 -

1
6
5
2

業
務
紹
介

業
務
紹
介

離
島
で
の
生
活

農
業
土
木
職
を
目
指
す
学
生
へ

農業インフラとして地下ダム等の
整備を担う農業土木職員の仕事紹介 農林水産部

3
仕 事
窓の

『
様
々
な
仕
事
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

成
長
で
き
る
場
所
が
あ
る
。』

『
現
場
で
学
び
、

地
域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
。』

赤
嶺　
龍
治

上
津　
日
向

2026│7-8月号9

工事現場にて施工業者と調整

現場での土質調査状況

地元小学生との出前授業

施工業者との打合せ

石垣島の海でシュノーケリング



　
沖
縄
総
合
事
務
局
消
費
・
安
全
課
で
は
、
県
内

事
業
者
を
訪
問
し
、
地
域
資
源
を
利
用
し
た
肥
料

の
生
産
に
つ
い
て
事
例
収
集
及
び
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
沖
縄
県
内
で
街
路
樹
の
伐
採
木
な
ど
を

肥
料
の
副
原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
県
内
企
業
の
取
組
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
街
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
草
木
工
場
（
八
重
瀬
町
）

で
は
、
沖
縄
本
島
南
部
地
域
の
自
治
体
が
一
般
家

庭
か
ら
回
収
し
た
草
木
や
道
路
等
の
草
刈
り
作
業

等
で
廃
棄
さ
れ
る
剪
定
枝
な
ど
を
受
入
れ
、「
チ
ッ

プ
」
や
「
オ
ガ
粉
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
し
た
「
チ
ッ
プ
・
オ
ガ
粉
」
は
、
同
社
の

山
城
堆
肥
工
場
（
糸
満
市
）
に
運
ば
れ
、
県
内
の

ホ
テ
ル
や
食
品
製
造
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
た
食

品
残
さ
と
養
豚
業
者
か
ら
受
入
れ
た
豚
ふ
ん
な
ど

の
原
料
と
混
合
し
て
堆
肥
（
特
殊
肥
料
）
を
年
間

約
1,
0
0
0
ト
ン
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
さ
れ
た
堆
肥
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
サ
ヤ
イ
ン
ゲ

ン
な
ど
の
野
菜
農
家
な
ど
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
自
社
の
名
護
市
内
の
タ
ン
カ
ン
や
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど
の
果
樹
園
で
も
山
城
堆
肥
工
場

で
生
産
し
た
堆
肥
と
化
成
肥
料
を
合
わ
せ
て
、
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
肥
料
化
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
は
食

品
残
さ
な
ど
を
利
用
し
た
飼
料
化
事
業
を
確
立
し
、

販
売
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
樹
木
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
内
9

企
業
で
構
成
し
て
い
る
沖
縄
県
樹
木
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合
事
務
局
の
伊
波
氏
に
よ
り
ま
す
と
、

廃
棄
物
と
し
て
搬
入
さ
れ
た
伐
採
木
等
は
構
成
企

業
全
体
で
約
2,
0
0
0
ト
ン
／
日
の
量
が
処
理

さ
れ
ま
す
。

　
定
期
的
に
構
成
企
業
担
当
者
が
集
ま
っ
て
、
新

た
な
用
途
や
商
品
開
発
等
の
情
報
交
換
を
行
っ
て

お
り
、
循
環
型
社
会
の
一
層
の
実
現
に
向
け
て
、

樹
木
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
局
で
は
、
地
域
利
用
資
源
を
活
用
し
た
「
肥

料
」
の
利
用
促
進
に
向
け
て
引
き
続
き
情
報
の
発

信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

草木の行方
～肥料の副原料として活用～ 農林水産部

4
仕 事
窓の

街
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
の
取
組

沖
縄
県
樹
木
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

協
同
組
合
事
務
局
の
取
組

沖
縄
県
樹
木
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

協
同
組
合
H
P

▼
お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部　
消
費
・
安
全
課　

　
☎
０
９
８ -

８
６
６ -

１
６
７
２
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 チップ  オガ粉

樹木リサイクル事業

食品残さ等
との混合

生産

生産した堆肥を
果樹園で利用

発酵中の堆肥

廃棄物の伐採木等



　
小
売
店
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）
で
販
売
さ
れ
て
い

る
国
産
牛
肉
の
プ
ラ
イ
ス
ラ
ベ
ル
な
ど
に
個
体
識

別
番
号
や
ロ
ッ
ト
番
号
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
を

見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
牛
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
法
（
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管

理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
に
基
づ
き
、

牛
を
個
体
識
別
番
号
に
よ
り
一
元
管
理
す
る
と
と

も
に
、
生
産
か
ら
流
通
・
消
費
の
各
段
階
に
お
い

て
、
個
体
識
別
番
号
を
正
確
に
伝
達
す
る
こ
と
で
、

消
費
者
に
対
し
て
牛
を
識
別
す
る
た
め
の
情
報
の

提
供
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
国

産
牛
肉
を
販
売
す
る
と
き
は
、
個
体
識
別
番
号
の

表
示
・
伝
達
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
な

お
、
牛
肉
加
工
品
、
ひ
き
肉
、
牛
肉
の
整
形
に
伴

い
副
次
的
に
得
ら
れ
た
、く
ず
肉
は
対
象
外
で
す
。） 

牛
肉
の
個
体
識
別
番
号
を
検
索
す
れ
ば
、
出
生
地

や
飼
養
場
所
な
ど
の
生
産
履
歴
情
報
を
確
認
で
き

ま
す
。

　
個
体
識
別
番
号
（
複
数
表
示
は
50
頭
以
下
）
又

は
ロ
ッ
ト
番
号
を
表
示
し
ま
す
。

　�（
ロ
ッ
ト
番
号
を
表
示
す
る
場
合
は
、
併
せ
て
問

合
せ
先
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

・�

口
頭
の
み
の
伝
達
で
は
表
示
し
た
こ
と
に
な
り

ま
せ
ん
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
産
牛
肉
を
販
売

す
る
場
合
は
、
包
装
や
送
り
状
な
ど
の
見
や
す

い
場
所
へ
表
示
し
ま
す
。

個
体
識
別
番
号
・
ロ
ッ
ト
番
号
の

表
示
の
方
法

国
産
牛
肉
に
表
示
す
べ
き
事
項

▼
お
問
合
せ
先

　
農
林
水
産
部　
消
費
・
安
全
課

　
☎
０
９
８ -

８
６
６ -

１
６
７
２

小売店で販売される
牛肉のトレーサビリティについて

　
小
売
店
の
皆
様
は
商
品
を
陳
列
す
る
前
に
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
の
皆
様
も
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
国
産
牛
肉
を
購
入
す
る
際
は
個
体
識
別
番
号

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
国
産
牛
肉
の
生
産
履
歴
を

確
認
で
き
る
（
独
）
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
の
牛
の
個
体
識
別
情
報
検

索
サ
ー
ビ
ス
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

プ
ラ
イ
ス
カ
ー
ド
と
ボ
ー
ド
表
示

部
分
肉
ラ
ベ
ル

精
肉
プ
ラ
イ
ス
ラ
ベ
ル

個体識別番号・ロット番号の表示例
小  売  店

商品ごとに、容器、包装、店舗の見や
すい場所に表示します。
（�送り状、販売伝票、納品書等への記載
も可）

11 2026│7-8月号

農林水産部
5

仕 事
窓の



1

受
賞
案
件【
経
済
産
業
大
臣
賞
】

2

　
令
和
8
年
3
月
25
日
、
山
城
　
由
希
氏
（
所
属
・

株
式
会
社
日
本
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
）
が
沖
縄
県
か
ら

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
に
お
い
て
経
済
産
業
大

臣
賞
を
受
賞
し
た
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は

4
月
30
日
（
木
）
に
経
済
産
業
大
臣
賞
の
受
賞
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

  
案
件
名

　
海
ぶ
ど
う
を
世
界
へ
　
保
存
期
間
2
年
・
55
種

類
の
栄
養
素
を
含
む
「
ふ
く
ら
む
ぷ
ち
ぷ
ち
海
ぶ

ど
う
」
を
開
発
し
、
沖
縄
か
ら
世
界
14
か
国
へ
輸

出
成
功
！

  

受
賞
者
・
所
属
企
業

　
山
城
　
由
希
氏

　
株
式
会
社
日
本
バ
イ
オ
テ
ッ
ク

　「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
は
、
日
本
の
産
業
・

文
化
の
発
展
を
支
え
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
形
成

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
も
の
づ
く
り
を
着
実
に

継
承
し
、
新
た
な
事
業
環
境
の
変
化
に
も
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、

も
の
づ
く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
各
世
代
の
う

ち
、
特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
方
々
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
本
賞
は
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
が
連
携
し
、
平
成
17

年
よ
り
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
10
回
目
を
迎
え

ま
す
。
応
募
数
に
つ
い
て
は
、
住
友
電
気
工
業
株

式
会
社
、
J
F
E
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
等
の
県
外

企
業
も
応
募
し
、
全
国
で
２
４
７
件
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
第
10
回
で
、
山
城
　
由
希
氏
（
所
属
・

株
式
会
社
日
本
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
）
は
経
済
産
業
大

臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
沖
縄
県
か
ら
の

経
済
産
業
大
臣
賞
は
、
4
件
目
で
す
。

【
受
賞
理
由
】

　
保
存
期
間
が
約
1
週
間
で
あ
る
海
ぶ
ど
う
を
、
2

年
間
の
長
期
保
存
を
可
能
と
す
る
技
術
を
開
発
し
ま

し
た
。
県
産
品
食
材
は
供
給
が
不
安
定
で
、
冷
凍
保

存
時
に
高
コ
ス
ト
化
・
保
存
量
が
限
ら
れ
、
長
距
離

輸
送
が
不
向
き
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
長
期
保
存

を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
輸
送
の
可
能
性

を
広
げ
、
販
路
拡
大
へ
貢
献
す
る
点
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

▼
お
問
合
せ
先

　
経
済
産
業
部　
地
域
経
済
課　

　
☎
０
９
８ -

８
６
６ -

１
７
３
０

第10回「ものづくり日本大賞」
受賞における局長報告会開催について
～沖縄県から経済産業大臣賞受賞～

※全国の受賞者（経済産業省関係）については
　以下をご参照ください。

経済産業省 HP ものづくり日本大賞 HP

122026│7-8月号

経済産業部
6

仕 事
窓の

日本バイオテック山城代表

ものづくり日本大賞受賞報告会の様子

第10回 ものづくり日本大賞



　
国
土
交
通
省
及
び
林
野
庁
で
は
、
毎
年
7
月

21
日
か
ら
31
日
ま
で
の
期
間
を
「
森
と
湖
に
親

し
む
旬
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
旬
間
は
、

昭
和
62
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
、
国
民
の
皆
さ
ま

に
森
と
湖
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
森

林
や
ダ
ム
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
、
理
解
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
一
環
と
し
て

沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
、
ダ
ム
や
水
源
地
等
の

重
要
性
に
つ
い
て
広
く
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
ダ
ム
所
在

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
県
内
各
地
で
ダ

ム
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
ダ
ム
ま
つ
り

は
、
県
内
３
つ
の
ダ
ム
に
お
い

て
開
催
を
予
定
し
、
５
月
２
日
、

３
日
に
は
羽
地
ダ
ム
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

８
月
に
も
福
地
ダ
ム
、
倉
敷
ダ
ム
に
て
ダ
ム
ま

つ
り
を
予
定
し
て
お
り
、
ダ
ム
管
理
者
に
よ
る

施
設
案
内
や
各
ダ
ム
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に

よ
る
各
種
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
周
辺
海
域
で
は
、
令
和
7
年
に
約

１
　
７
０
８
隻
の
船
舶
事
故
※

が
発
生
し
、
そ

の
う
ち
約
7
割
が
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
漁
船

な
ど
の
小
型
船
舶
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
沖
縄
周
辺
海
域
に
お
い
て
も
船
舶
事
故
49

隻
※

の
う
ち
、
約
3
割
※

を
小
型
船
舶
の
事
故
が

占
め
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
第
十
一
管
区
海
上

保
安
本
部
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
4

月
13
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
の
間
、
県
内
漁
港

等
に
お
い
て
小
型
船
舶
へ
の
安
全
確
保
・
法
令

遵
守
に
関
す
る
周
知
・
啓
発
や
指
導
を
行
う「
小

型
船
舶
に
対
す
る
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
船
舶
運
航
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
め
て

必
要
な
点
検
整
備
や
法
令
義
務
を
確
認
し
、
安

全
航
行
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

，

（
※
海
上
保
安
庁
の
「
令
和
7
年
に
お
け
る
海
難
発
生

状
況
（
速
報
値
）」
及
び
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部

の
「
海
難
発
生
状
況
速
報
値
」
よ
り
）

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

ダ
ム
ま
つ
り

☆ライフジャケットの適切な着用
☆�発航前検査の確実な実施や小型船舶

操縦者の遵守事項の徹底
☆�船舶検査の適切な受検の確認や案内
☆�小型船舶操縦士免許の適切な受有の

確認や案内
☆�海上運送法の手続きについての案内

安全キャンペーンの主な内容

13 2026│7-8月号

小
型
船
舶
に
対
す
る

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

～
小
型
船
舶
の
安
全
確
保
に
向
け
て
～

ダ
ム
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
！

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

（
７
月
21
日
～
31
日
）

▼お問合せ先
　運輸部　船舶船員課
　☎ 098 -866 -1838

▼
お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部　
河
川
課

　
☎
０
９
８ 

-

８
６
６ 

-

１
９
１
１

運輸部
8

仕 事
窓の

開発建設部
7

仕 事
窓の

※
沖
縄
本
島
内
ダ
ム
ま
つ
り
の
情
報
は
こ
ち
ら

https://w
w

w
.dc.ogb.go.jp/

toukan/tourism
/event.htm

l

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
連
絡
会
議
事
務
局

（
沖
縄
総
合
事
務
局 
開
発
建
設
部 

河
川
課
）

周知・啓発の様子

周知・啓発の様子



Personnel Transfer

人  事  異  動

事
業
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
利
用
向
上
の
提
案
等
に
よ

り
、
他
の
模
範
と
な
る
推
奨
す
べ
き
活
動
が
あ
っ

た
沖
縄
県
立
首
里
高
等
学
校
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
西
濃
運
輸
株
式
会
社
の
松
川
氏
は
受
賞
者

代
表
の
謝
辞
で
、「
本
日
の
受
賞
は
光
栄
で
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
層
業
務
に
精
進
し
、

次
の
世
代
を
担
う
後
輩
の
育
成
に
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
５
月
13
日
、
那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

陸
運
及
び
観
光
関
係
事
業
に
従
事
す
る
役
員
、
職

員
で
当
該
事
業
に
対
す
る
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た

方
、
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
業
務
に
精
励
し
、
勤

務
成
績
が
優
秀
な
方
等
に
対
し
、
令
和
８
年
度
陸

運
及
び
観
光
関
係
沖
縄
総
合
事
務
局
長
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
で
は
、
事
業
功
労
者
と
し
て
陸
運

関
係
事
業
の
役
員
６
名
と
職
員
８
名
、
一
般
協
力

者
と
し
て
１
者
、
安
全
性
優
良
事
業
所
と
し
て
２

事業役員 有限会社グリーン
いとまん 渡慶次　賀先

沖縄西濃運輸株式会社 松川　直哉

ニッポンレンタカー
琉球株式会社 浦崎　永紀

前田工業　 前田　良二

宮良自動車整備工場 宮良　肇

城辺オートサービス 伊良部　明男

一般従業員 沖縄県自動車整備商工
組合 喜屋武　浩和

沖縄県自動車整備振興会 渡嘉敷　哲

自動車運転者 株式会社琉球バス交通 城間　実

株式会社琉球バス交通 藁谷　修

沖縄バス株式会社 玉那覇　昌明

沖縄バス株式会社 桑江　勝

東陽バス株式会社 野原　一生

自動車整備士 沖縄バス株式会社 松田　直樹

事業功労者表彰【役員の部６名・職員の部８名】

一般協力者表彰 安全性優良事業所

株式会社　東産業　本社営業所

サンエー運輸　株式会社　本社
沖縄県立
首里高等学校

（敬称略、順不同）

開発建設部長
名　前
出身地
略　歴
趣　味
抱　負

宮津　智文（みやつ　ともふみ）
熊本県
平成８年　運輸省入省　内閣府沖縄振興局参事官（振興第三担当）を経て現職
琉球ゴールデンキングス（試合観戦）
社会資本整備を通じて沖縄の更なる発展に貢献したい
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沖縄県立首里高等学校の生徒の皆様、川満教諭、
沖縄県バス協会新川副会長と局長

受賞者の皆様と小八木局長



15世紀頃、中国から養蚕技術を
学び、織られるようになったと伝
えられる、紬織物です。染色には
すべて天然素材が用いられ、その
ほとんどは島内で採取されたもの
です。伝統的な技術を守りながら
生産されており、天然染料ならで
はの深い色合いと、
紬糸の豊かな風合い
の良さで高く評価さ
れています。

久米島紬
くめじまつむぎ

久米島紬ができるまで

「布(ぬぬ)かぎさ、緯(んき)からぱだかぎさ、織手(ういてぃ)
から紺(あい）かぎさ、藍屋(あいや)から絣かぎさ勢奴(しど)か
ら…」糸を績み・絣を括り・藍に染めて織り・砧打ちで仕上げ
る、それぞれの技術の集結につくり手の深い思いがこめられる。
（宮古織物事業協同組合HPより）

起源は15世紀頃で、琉球王府の御用布とし
て指定されていました。そのため読谷以外
の一般庶民は着用できませんでした。読谷
山花織は、生糸、綿糸を素材に幾何学模様
(きかがくもよう)を色糸で浮かせ、それに絣
や縞・格子をあしらった南国的な織物です。

読
谷
山
花
織

ゆ
ん
た
ん
ざ
は
な
う
い

ウムイヌティーサージ（想いの手巾）
あるいはウミナイノティーサージ（祈
りの手巾）と言われています。ウムイ
ヌティーサージは自分の意中の人の為
に思いを込めて織り、ウミナイノ
ティーサージは、旅へ出る肉親や愛す
る人へ無事安全を祈って織りロマンの
伝わる織物です。

ウムイヌティーサージ（想いの手巾）

起源は花織と同時期で、南方
の影響が濃く表されていま
す。綿糸を素材として、たて
うき織で、整経された経糸に
竹串等を用いて浮文様を織り
出しています。
「ミンサー」とは綿糸で織ら
れた細帯を意味します。

読谷山ミンサー
ゆんたんざみんさー

伝統的な読谷山花織・読谷山ミンサー
は、オージ花（扇花）、カジマヤー
（風車）、ジン花（銭花）を基本の形
としデザインをしていきます。その
独特な幾何学模様(きかがくもよう)は
花のように美しく図柄に立体感を醸し
出しています。

魅力的な幾何学模様

宮古上布は、16世紀後半
に王府の御用布として指定
され、広く知られるように
なりました。原材料は苧麻
(ちょま)という植物の繊維
を使っており、糸は細く、
絣模様は緻密で、藍染め、
手績み糸、手織り等、昔な
がらの手法で作られ、夏物
着尺を代表する高級紺上布
として珍重されています。

宮古上布
みやこじょうふ

　久米島紬は、図案作成から配
色、絣括り、染色、製織に至るま
でを一人の織手が一貫して担いま
す。さらに、仕上げの洗濯やきぬ
た打ちは、織手同士が協力し合い
ながら行われており、そこに「ゆ
いまーる」の精神が息づいています。

織り手の思い

★

★

★

★

その１沖縄の伝統的工芸品
Okinawa’s Traditional Crafts

15 2026│7-8月号



　令和8年5月22日、総理大臣官邸において、木原官房長官、

黄川田沖縄担当大臣が、沖縄県から「かりゆしウェア」の贈呈

を受けました。

▲黄川田大臣

「かりゆしウェア」贈呈式

　令和8年6月2日、全閣僚

が「かりゆしウェア」を着用

する、「かりゆし閣議」が開催

されました。高市総理、木原官房長官、黄川田

沖縄担当大臣は、５月２２日に沖縄県から贈呈

された「かりゆしウェア」を着て出席しました。

かりゆし閣議

　令和8年5月28日、内閣府庁舎内で

「沖縄物産展」が開催され、「かりゆし

ウェア」をはじめ、様々な沖縄物産品の

販売が行われました。

沖縄物産展

※黄川田大臣には、OKINAWA41

「かりゆしウェアテキスタイルデザイン

コンテスト2025」最優秀作品である

「イチムン飛び出し注意!!!!!」を

基に制作された「かりゆしウェア」

が贈呈されました。

内閣府沖縄担当部局では、
「かりゆしウェア」の普及・促進に
取り組んでいます。

内閣府だより
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クイナ湖は安波ダムのダム湖です。1988年（昭和63年）、「森と湖に親しむ旬間」を
機に公募により「クイナ湖」と命名されました。この名称は、1982年（昭和57年）に
国の天然記念物に指定されたヤンバルクイナに由来しています。ヤンバルクイナは
国頭村の村鳥です。
　近隣にある国頭村環境教育センター「やんばる学びの森」では、クイナ湖を活用し
たカヌーツアーや森林内散策などのエコツアーをはじめ、さまざまなプログラムを
体験できます。

どっきんお仕事頑張ってるね～(^0^)/
私も負けずにがんばるぞー！

毎日ワクワク、沖総局の採用担当・徳嶺です。

毎年7～8月は大卒採用試験の面接時期です。
当局は行政職だけでなく、土木・建築など技

術系人材も絶賛大募集中です！

試験情報を随時UPしますので、興味のある

方は採用情報をチェックしてみてください。

意欲あふれる皆さん、沖縄の未来を一緒に

作っていきませんか☆

入局２年目、総務部公正取引課の徳平です。

私は独占禁止法や取適法に関する相談業務や調査業務等を担当しています。

日々の業務は専門性が高く難しい面もありますが、上司に相談しやすい

環境が整っており安心して取り組むことができます。

講習会や説明会を通して、事業者や学生と直接関わる機会がある点も

大きな魅力です！

なかゆくい

おしごと紹介

出題： 国頭村にある安波ダム湖の名称はなんでしょう。

ゲラ湖

国
頭
村
安
波

く
に  

が
み  

そ
ん
　 

あ     

は

クイナ湖3正解は です！

ココ

1 カラギ湖2 クイナ湖3

採用担当 の
ひとこと

うちな～んQ
今日から使える
沖縄雑学クイズ

学生向け出前授業や事業者向け講習会では
講師を務めることもあります！どっきん

★

公正取引課の取組については

本誌の「仕事の窓」や沖縄総合事務局のXで

発信していますので、ぜひ一度、ご覧ください！
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YouTube

@okisou.naikakufu @内閣府沖縄総合事務局

公式
Facebook

@okisokyoku

公式X

https://www.ogb.go.jp

公式
Website

特
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ユニークな「カタログ注文型」もある
中小企業省力化投資補助金
つくる、つなぐ、未来へ
技術で支えるインフラ整備 開発建設部の魅力
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